
呉錦堂が開墾した神出小束野を訪問（お祭り編）
こ そ く の

2009年の2月11日、呉錦堂令孫呉伯瑄氏ご夫妻と私（橘）は、はじめて小束野村のお祭りに参加した。そし

て、今年の２月11日、再びチャンスがやって来て、今回は、呉氏ご夫妻、安井孫文記念館館長、呉氏の知人、

そして橘の５人の小束野行となった。（写真について、特に断りのないものは今回の撮影です）

お稲荷さん前の広場で行われた子供たちの相撲 顕彰碑前のお供え（2009年撮影）

1908年 呉錦堂、啓藩名義で小束野

の土地購入。小束野開墾の文書は

全て啓藩名義

1911年 県から明石郡神出村小束野

の耕地整理の認可下りる

1915年 山田川疎水幹線工事竣工

1916年 小束野開墾工事開始

1917年 開墾地への入植始まる

1921年 入植累計戸数20戸、約70人、

開田合計35.5町歩

1926年 呉錦堂病没。開田合計64.6

町歩

1929年 呉敬藩、県へ開墾打ち切り

の届提出

呉錦堂が開墾した小束野には、現

在、彼の業績を顕彰する碑が４ヶ所

に立っている。このうち、最も重要

なのは、小束野集落の中にある石碑

で、碑文は、小束野の今日の繁栄の

基礎を作った人物として呉錦堂に感

謝し、その偉業を称えている。

小束野村は現在、約120戸を有す

る。村の人たちは、呉錦堂への感謝

とお稲荷さんの初午を併せ、この顕

彰碑の横、お稲荷さんの前にある広

場でお祭りをしている。本来、初午

の日に行っていたが、休日の方が人

が集まりやすいということで、今は、

２月11日、建国記念の日になってい

る。顕彰碑とお稲荷さんにお供えを

したあと、お稲荷さんの前の狭い広

場で子供が相撲をとる。祭りに参加

した人には、餅が配られ、粕汁、赤

飯、お酒などがふるまわれる。

私たちは、お稲荷さんの前、消防

団の倉庫の横に並べられたテーブル

席で、子どもたちの相撲を見ながら、

村の人たちとの話を楽しんだ。村人

の中に、昔を知る人は減ってきてい

る。それでも、少数ながら、おそら

く祖父母や両親からの伝承なのだろ

うけれど、呉錦堂の開拓にまつわる

話を知っている人が居ら

れるようで、呉伯瑄氏ご

夫妻と村の人たちとの話

は弾んでいた。奥様は出

された赤飯のおむすびを

「お祖父さんにお供えす

る」と言って持ち帰られ

た。お祖父さんが開墾し

た小束野の米でつくられ

たおむすびということで、

特別な感慨があったのだ

ろう。

呉伯瑄氏ご夫妻にとっ

て、この日の小束野訪問

は特別な一日になったよ

うで、お誘いした者として
小束野村の呉錦堂顕彰碑前で記念撮影

呉伯瑄氏ご夫妻と村の人たち

うれしかった。（編集委員）

小束野開墾略史

村の人たちと話が弾む呉伯瑄氏
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1986年4月20日、移

情閣友の会のバス旅行

“呉錦堂の足跡を訪ね

て”。小束野公会堂で

山本富恵さんのお話を

聴く友の会会員。

左の写真、陳徳仁孫

文記念館副館長と山本

さん。右の写真、前列

中央は山口一郎館長

上の写真は、農産物直売所やレストランをもった兵庫

楽農生活センター「かんでかんで」。この西斜面、道路

脇に「呉錦堂屋敷跡」の標識がある。左の写真は呉伯瑄

氏ご夫妻
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小束野に、呉錦堂の事業を顕彰

し、感謝をささげるこのような行

事が続いていることは、「呉錦堂

を語る会」の会員として、大変う

れしいことです。良い記事が作れ

たこと、小束野の方々に感謝いた

します。（編集委員 橘 雄三）

編集後記

2009年撮影


